












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































規定には、官物（→田租）と並んで公団ハ→ 間）の語がみえる。また、公回には、解釈上、広義の 旧（官物収取 対象、となる田地で、私領を含む。）と、狭義の公田（私領と対立する意味での公田）とがある
。
そして、狭義の公旧には、本質的に輸和田




































































































































く、国街領の保として、早くみえるものは 律令制の保と区別される国郡司の私領 保であり、こ 国街傾の保については、伊賀国築瀬保が初見されるが この築瀬保 丈部為延の開発ハ治田を含んだ広大な空閑地）になり、寛治年問、国司小槻祐俊の時代に、初めて別符を中し請う 保となったもので 山日物は国街に、加地子は領主に納めており 純然たる国領 築瀬郷立する性格のものである。（
B
）事例として、搭陪国の大抜、秦
為辰は、延久三年、すでに 相伝 知 公験をもって、久富保に飢知屋敷を有し、こ 開発私領の権利を公文職 呼び ついで、不保二年には、赤穂郡司として、久寓 の荒井溝田五
OT
余の開墾






















































































保と、使補地の保との、先行をめぐる問題は、保の性格の本質ふれるものであるが 保は、荘園整理令にともなう収公の特殊管理地として先ずなり に、保のもつ性格から 便補地に転用されたと考えられること
。
それに、保の国術領としての性格は、使




























































































































































































































四 ） 二 一 ニ
l 1














































































（ 戸 田 、







I~~平 i一！宍一 ！ 一？（← 一 i ＿~＇ヂ －； 竺｜一一！～l一一 （！戸 ·1~ I s~＿ i ~ I_ 竺_I ~－；~~~J ~J_ ~1) J竺［竺l___ _ 3-I~＝~r~~仁三~~：~ ！
摂津 i 170 : 3 : ！（問 ！18 ! 3 [ 1安芸 1 48 [ 9 1 (2)
而r~i~－ ， 1 1- 1住民一｜ム「－－－ －－~r--- 1雨 －l_- -d~ 1- -3；下心
日 1 －－ ~； i 1 • 1! -ti1~i--I －；~－， －五「 ！云日｜ーム－ －－~－ ， －－f2) ~f~~J~ i~－： i~ -~： ! ____ _ J＿瓦にち：＿L J~fr司王！－
？竺J引 －－ ~j ___ ~n_ i竺竺i ！？吐~－_l~－－！竺！各！ ？－！ 一一－~_I_一
空！J_ － －~ __ I _ TI _ ~＿ :t__ ~＿~J 竺 I _ 2~ ＿ I _ _ _ _  f l~＿！J ＿＿竺 1__ s i 
尾張 i127 : 2 i ii 能登 1 2 I 32 1 !I 讃岐｜45 i 4 1 
三河 ｜67 ! 3 f j越中 ｜48 1 20 I !I 伊予 ｜24 : 6 I (1)
竺し竺：引 四~t－－~ ~三l__ il~ J_＿到 ＿ ＿！］ ~__I 担－~~J_ _T i~－ －－ －~ ~ J _ ~竺i _I_j _ 1ff ~－＝i1 竺＿G~」」~~
？竺l__ 2＿~J_ －－~J ＿ι｜月＿L：竺~_l _ii！~ I so i」，~I
f空＿［ 1~J -~_J___ ) ＿！~~·訂 ＿＿＿3.2 J 91 I j竺~－I ~－1 三_I_!!_
相模（32 [ 1 i l伯馬 ［ 85 ! 4 1 i豊後 1 451 1 I （日
「一 I －~r - -:: I 一丁一寸一一｜「一 一一 Tー←l一一
武蔵 （ 120 ! 7 I :1 国幡 ｜ b J_ 531 (2) ；！ 肥前 ｜ s1 1_ I 
I l- I ij I I I i! 1 I I 
安房 1 3 ! 1 I ii 伯 指 1 42 I 2 I 1肥後 ［ 69 I 5 I (1) 
土台［！~~ I-: り－竺！竺J=-_ :! J＝：旦！__ _ ：三［__ :_I~ 
下総 ｜31 i 1 i Ii 石見 1 19 1 2 i (5) （！ 大隅 ｜ 3 1 o I は）
常陸 i 36 :_ り－r即｜ 1 J_ 吐ω L~！＿ l 9 1 ° _ I~ 
竺 l_ _z_57_J _ －~3+ 121］ ！~ 竺J_ .. ：~l－ ~~il_!!L3 __ ~1 
美濃 ；ns t s i ：［美作 i 72 J 1 i (3) il 対馬 ｜ 0 I 0 I 
飛禅 i 0-r ;-r r v詰~~ － ! 68 ！判 仕） ：［ 計 1 3962 下61 I (7<≫ 
本表には， 史料的制約もあるが，数字的に注目されるのは，①中世を通して興福寺
支配にあった大和。①荘数に比較して，保数の方が多 く存店する丹後，因幡，能登，
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